
セミナーハウスの整備イメージ

経営を拡大

新たにイチゴ栽培を開始

NAFIC安倍校舎の全景

NAFICを核とした賑わいづくりを進めます。

なら食と農の魅力創造国際大学校（通称：NAFIC）とオーベルジュの機能や立地を活かし、新たに
セミナーハウス等を設置し、「食」と「農」の魅力発信により、地域の交流人口の増加を図り、中山
間地域の活性化につなげます。

平成30年度の主な取組

○NAFIC周辺施設の充実
・セミナーハウスの整備推進
・農と林の直売所や漢方・薬草をテーマと
した集客施設の基本計画策定

農業の担い手対策を強化します。
担い手の状況に合わせて段階的に育成を図る事業を組み合わせ、技術、経営能力の向上と新規就
農者の参入を図ります。特に多様な担い手の農業参入を支援する対策を強化します。

平成30年度の主な取組

農・畜産・水産業の振興と農村活性化や、林業・木材産業の振興と
新たな森林環境管理体制の構築を進めます。

【セミナーハウスの用途】
○セミナールーム：「食」や「農」のセミナー、コンテスト、研修等の催しを実施
○ゲストルーム：セミナー等の催しの参加者が宿泊
○シェアルーム：NAFIC学生の夜間実習や短期研修生の受入
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農業経営発展に向けた支援
（ステップ3）

関連予算　Ｈ30：464百万円　H29・2月補正：64百万円
（Ｈ29：508百万円）

関連予算　Ｈ30：20百万円　H29・2月補正：399百万円
（Ｈ28・2月補正：459百万円）

 

○奈良の意欲ある担い手支援
・ワンストップ相談窓口の設置 ・経営相談・診断、伴走支援

・地域の担い手に
農地集積、集約化・営農に必要な農地の斡旋、

マッチング

○農地マネジメント推進

・地域のリーダーとなる
女性農業者の育成のため
交流会や海外研修等を実施

○（新）NARA女性農業者育成

○なら農業経営塾
・営農しながら農業経営を学ぶ

○農業新規参入者支援
・新規参入者の農家実践研修

○経営強化・経営体支援
・経営規模拡大、
新技術導入を支援

○企業等農業
　参入支援

○「農の入口」モデル
近大と連携してノウハウを確立

自立的な経営へ誘導

○（新）なら農業参入コスト等低減リース
・新規参入時に必要となる設備、機械のリース導入を支援
○（新）なら農業参入コスト等低減リース

・新規参入時に必要となる設備、機械のリース導入を支援

○新規就農者確保○新規就農者確保

・農業参入を希望する女性の実践的なセミナーを実施・農業参入を希望する女性の実践的なセミナーを実施 ・企業の農業参入を推進

・就農準備、新規就農段階の所得を確保
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